
添付資料 ９ アルマリク市場下水道公社概要 
（ロシア語パンフレット及び概略の和訳） 

アルマリク市上下水道公社概要（同社パンフレット要約） 
正式名称 アルマリク子会社生産企業「SUVOKOVA」 

1952 年サルタムーガリ取水所第一期工事分が完成、供用開始したのが、アルマリク市上下水道

公社の始まりである。当時の施設は、深井戸 8 本、ブースターポンプ場、800 立方米の貯水池と塩

素処理装置である。変電所が建設途上にあったので、電力はアハンガラン発電列車から供給された。 
取水所は当時建設中の鉛-亜鉛コンビナートと発展しつつあった新興のアルマリク市への給水を

目的としていた。年月の経過と共に、市は発展し、飲料水への需要も増え、取水所の生産能力も増

大していった。 
 1960 年、設計能力 2 万立方米／日の汚水処理場が完工した。 
 市の発展と共に公社は生産能力を拡大していき、2006 年現在、以下の施設を有している： 
頭首工としての取水所＝ サルタムーガリ取水所、アチンスク取水所、タシ取水所 
独立した取水所：第 38 井、第 37 井、ファブリーチヌィ取水所、テレクリ取水所、ソホーズ「ア

ルマリク」 
井戸総数：70 内 ３井は無防備である。 
ブースターポンプ場 － ４ 
  サルタムーガリ取水所：２ 
  「３０クスト」：１ 
  「３８クスト」：１ 
総設計能力：１０万８７００立方米／日 
市内の給水用ポンプステーション：１２ 
水道管網総延長：263.8km 
  内 農村部       36.3km 
    導送水管      44.8km 
    街区（ブロック）内  5.1km 
    街路        177.6km 
  耐用年数切れで交換すべき管：209.0km （79.2％） 
 下水管網総延長       131.3km 
  耐用年数切れで交換すべき管：88.7km （67.5％） 
  エアレーション･ステーション設計能力:11 万立方米／日 
生産能力： 
 給水量 ： 4 万 4 千立方米／日 
 浄水池 ：６（5 千立方米、３千立方米、１千立方米、600 立方米、500 立方米、300 立方米） 
 塩素処理装置数：５  
  内、液体塩素を使うもの：５ 

 飲料水に関して、今日の公社は飲料水の取水から給配水まで行っており、市民の健康を守るため、

高品質の機器、電気設備、試薬などを使って水質管理を行っている。 
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添付資料１０　水質試験結果

タジキスタン水道水 横浜市内給水栓（矢向）年間平均値

カ ド ミ ウ ム 及 び そ の 化 合 物 (mg/L) 0.01未満 0.01未満

セ レ ン 及 び そ の 化 合 物 (mg/L) 0.01未満 0.01未満

鉛 及 び そ の 化 合 物 (mg/L) 0.01未満 0.01未満

ヒ 素 及 び そ の 化 合 物 (mg/L) 0.01未満 0.01未満

六 価 ク ロ ム 化 合 物 (mg/L) 0.01未満 0.01未満

硝酸態窒素及び亜硝酸態 窒素 (mg/L) 7.8 1.2

ホ ウ 素 及 び そ の 化 合 物 (mg/L) 0.05 0.01
注2）

亜 鉛 及 び そ の 化 合 物 (mg/L) 0.05 0.01未満

ア ル ミ ニ ウ ム 及 び そ の 化 合 物 (mg/L) 0.01未満 0.03

鉄 及 び そ の 化 合 物 (mg/L) 0.69 0.01未満

銅 及 び そ の 化 合 物 (mg/L) 0.01未満 0.01未満

ナ ト リ ウ ム 及 び そ の 化 合 物 (mg/L) 36 8.1

マ ン ガ ン 及 び そ の 化 合 物 (mg/L) 0.06 0.01未満

塩 化 物 イ オ ン (mg/L) 53 8.3

カルシウム、マグネシウム等(硬度) (mg/L) 170 55

有機物(全有機炭素(TOCの量)) (mg/L) 0.5 0.5

pH       　　　　　      値 6.47 7.27

色 度 (度) 30 0.5未満

濁 度 (度) 11 0.1未満

ア ン チ モ ン (mg/L) 0.01未満 0.01未満

ウ ラ ン (mg/L) 0.01未満 0.01未満

ニ ッ ケ ル (mg/L) 0.01未満 0.01未満

モ リ ブ デ ン (mg/L) 0.01未満 0.01未満

バ リ ウ ム (mg/L) 0.04 0.01未満

バ ナ ジ ウ ム (mg/L) 0.01未満 0.01

ス ト ロ ン チ ウ ム (mg/L) 1.0 0.03

カ リ ウ ム (mg/L) 3.0 1.3

カ ル シ ウ ム (mg/L) 53 15

マ グ ネ シ ウ ム (mg/L) 10 4.4

硫 酸 イ オ ン (mg/L) 130 18

電 気 伝 導 率 (mS/s) 54.8 15.5

平 成 18 年 11 月 20 日 報 告 注1)　　　　は水質基準値超過 注2)西谷浄水場出口の値

タジキスタン国ハトロン州　クルガンテュベ市のホテルの水道水をペットボトルに入れて持ち帰ったもの。一部水質
は変化している可能性がある。

備 考

有害な重金属は定量下限値未満であった。
水中の濁質成分は配管による鉄さびの流出が原因と考えられる（鉄、マン
ガンの濃度が高い）。ｐHが低いことから、腐食性が高いことが推測される。
地質の違いにより、地質に由来する項目の濃度が横浜市の水道水よりも
高くなっている。特に、ストロンチウム、塩化物イオン、硫酸イオンの濃度
が高い。　　　　　硝酸・亜硝酸態窒素は日本の基準値に迫る濃度である。
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添付資料 １１ 受領資料リスト 
 
タジキスタン 
｢ドゥシャンベ・ヴォドカナル｣技術記録 
 
ウズベキスタン 
子会社生産企業アルマリク上下水道社パンフレット 
国営単一企業「スヴソズ」トラスト（タシケント市） 

記入アンケート、 
2002-2005 年次報告書（完全に判読できるのは 2005 年度分のみ） 
CD ホームページ英語版 

 カラカルパクスタン 
  冊子 「水の価値」（ロシア語、カラカルパキスタンの水道事業の歴史） 
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